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『
今
昔
物
語
集
』
は
平
安
時
代
末
期
、
十
二
世
紀
初
頭
（
一
一
二
〇
年
代
か
ら
一
〓
二
〇
、
一
一
四
〇
年
代
頃
ま
で
）
 
に
編
纂
さ
 
 

れ
た
質
、
量
と
も
に
わ
が
国
最
高
、
最
大
の
一
大
説
話
集
で
あ
る
。
古
代
説
話
集
の
総
集
編
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
、
全
三
十
一
巻
 
 

（
う
ち
巻
八
、
巻
十
八
、
巻
二
十
一
の
三
巻
を
欠
く
）
、
一
千
有
余
の
説
話
を
収
載
す
る
。
編
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
い
ず
 
 

れ
も
確
証
に
乏
し
く
未
詳
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
巨
視
的
に
、
天
竺
 
（
イ
ソ
ド
、
巻
一
～
巻
五
）
、
震
旦
 
（
中
国
、
巻
六
～
巻
十
）
、
 
 

本
朝
（
日
本
、
巻
十
一
～
巻
三
十
一
）
 
の
三
部
か
ら
成
り
、
各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
相
似
的
構
成
を
も
ち
、
仏
教
説
話
を
前
半
に
、
世
俗
 
 

説
話
を
後
半
に
置
い
て
整
然
と
分
類
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
巻
ほ
内
容
的
に
統
一
さ
れ
た
説
話
を
収
め
、
更
に
そ
の
分
類
配
 
 

置
の
様
式
は
最
末
端
で
あ
る
各
説
話
間
に
お
い
て
ほ
、
二
話
な
い
し
三
話
を
一
組
と
す
る
い
わ
ゆ
る
（
二
話
一
類
様
式
）
に
よ
っ
て
、
 
 

慎
重
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
き
わ
め
て
組
織
的
、
系
統
的
に
編
纂
、
類
果
さ
れ
た
説
話
集
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
 
 

説
話
の
地
域
を
考
え
る
と
、
そ
の
当
時
の
日
本
人
の
意
識
に
お
け
る
全
世
界
、
全
国
土
、
全
空
間
を
舞
台
と
し
た
説
話
を
蒐
集
し
て
 
 

い
る
。
ま
た
多
種
多
様
の
人
間
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
、
更
に
ほ
諸
仏
、
諸
菩
薩
、
仙
人
か
ら
霊
鬼
、
妖
怪
、
鳥
獣
、
虫
類
に
至
 
 

る
ま
で
、
人
間
界
を
と
り
ま
く
あ
ら
ゆ
る
存
在
に
関
す
る
説
話
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
上
さ
ま
ざ
ま
の
話
種
の
説
話
を
包
含
し
て
お
 
 

り
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
、
あ
ら
ゆ
る
人
物
・
生
物
た
ち
の
、
あ
ら
ゆ
る
有
様
を
描
く
、
説
話
が
構
成
す
る
モ
ザ
イ
ク
模
様
、
説
話
に
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よ
る
大
量
奈
羅
と
も
い
う
べ
き
作
品
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
の
流
布
と
享
受
、
及
び
そ
の
影
響
に
つ
い
て
ほ
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
に
こ
れ
を
精
査
し
た
研
究
は
 
 

殆
ど
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
は
未
完
の
大
作
と
お
ぼ
し
く
、
未
定
稿
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
長
い
間
埋
も
れ
て
い
た
 
 

（
注
1
）
 
 

作
品
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
享
受
、
影
響
を
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
を
通
し
て
確
証
を
も
っ
て
こ
れ
を
指
摘
で
 
 

き
る
作
品
、
文
献
は
現
在
の
と
こ
ろ
数
例
を
除
い
て
皆
無
に
等
し
い
状
況
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
が
一
般
的
に
世
に
知
ら
れ
る
 
 

よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
中
期
、
井
沢
長
秀
考
訂
纂
註
『
今
昔
物
語
』
全
三
十
巻
（
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
前
編
十
五
巻
十
 
 

五
冊
、
同
十
八
年
（
一
七
三
三
）
後
編
十
五
巻
十
五
冊
刊
）
 
の
版
行
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
稿
老
は
こ
の
井
沢
長
秀
考
訂
 
 

（
注
2
）
 
 

『
今
昔
物
語
』
の
版
行
に
至
る
ま
で
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
流
布
と
享
受
に
つ
い
て
概
観
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
 
 

に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
検
討
し
、
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

〓
 
 

周
知
の
如
く
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
の
享
受
に
関
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
『
今
昔
物
語
集
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
最
古
の
 
 

文
献
資
料
は
室
町
時
代
、
興
福
寺
大
乗
院
の
第
十
八
世
門
主
の
経
覚
の
日
記
で
あ
る
『
経
覚
私
要
砂
』
第
二
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
 
 

九
）
 
七
月
四
日
の
条
に
、
 
 

（
松
林
院
）
 
 

今
昔
物
語
七
帖
返
二
遣
貞
兼
僧
正
一
畢
 
 

（
注
3
）
 
 

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
加
え
て
、
昭
和
五
十
年
代
前
半
に
『
今
昔
物
語
集
』
の
最
古
の
写
本
で
あ
る
鈴
鹿
本
に
五
箇
所
 
 

（
注
4
）
 
 

の
書
入
れ
が
あ
る
こ
と
が
酒
井
憲
二
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
条
の
、
 
 
 

盲
畢
南
井
坊
内
総
六
丸
、
此
比
春
是
神
開
門
、
尤
以
日
出
㌘
諸
屋
㌍
ソ
。
り
 
 

と
あ
る
記
事
を
め
ぐ
っ
て
、
平
林
盛
得
氏
、
田
口
和
夫
氏
の
論
文
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
鈴
鹿
本
が
室
町
時
代
、
 
 

十
五
世
紀
前
半
に
南
都
（
東
大
寺
、
ま
た
は
興
福
寺
）
 
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
ほ
確
実
で
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
っ
て
も
南
 
 

都
を
中
心
に
『
今
昔
物
語
集
』
が
一
部
転
写
さ
れ
た
り
、
享
受
さ
れ
た
り
し
て
い
た
状
況
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
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（
注
6
）
 
 

案
す
る
と
、
馬
淵
和
夫
博
士
が
示
さ
れ
た
『
実
暁
記
』
の
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
 
二
月
二
十
四
日
の
粂
に
、
 
 

一
大
疏
抄
四
十
一
帖
・
今
昔
物
語
十
五
帖
大
門
二
在
之
、
南
井
坊
へ
返
遣
了
 
 

と
あ
る
「
今
昔
物
語
」
も
『
今
昔
物
語
集
』
を
指
す
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
 
 

東
北
院
法
務
前
大
僧
正
兼
継
御
房
二
桑
申
云
、
 
 

報
二
早
世
蠍
之
由
京
ノ
中
村
越
前
物
語
之
間
 
 

と
あ
る
春
日
社
に
あ
る
「
イ
マ
ハ
ム
カ
シ
ト
云
抄
物
」
 
 

正
十
一
年
（
一
五
入
≡
）
 
十
一
月
八
日
の
条
に
、
 
 

如い餌（1㊥㈹用心如（9）（8）（7）（6）（5）匝）（3）（2）（1）  

東
大
寺
「
初
木
事
」
 
 

東
大
寺
「
大
仏
金
薄
事
」
 
 

東
大
寺
「
供
養
導
師
事
」
 
 

大
安
寺
「
建
立
事
」
 
 

元
典
寺
 
 

薬
師
寺
「
当
寺
建
立
事
」
 
 

法
典
寺
 
 

現
光
寺
 
 

久
米
寺
 
 

信
貴
山
寺
 
 

延
暦
寺
 
 

四
天
王
寺
 
 

高
野
山
 
 

拐
厳
院
 
 

志
賀
寺
 
 

菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
 
 

巻
十
二
第
七
話
 
 

巻
十
一
第
十
三
話
 
 

巻
十
一
策
七
話
 
 

巻
十
一
帯
十
六
話
 
 

巻
十
一
第
十
五
話
 
 

巻
十
一
第
十
七
話
 
 

巻
十
一
第
二
十
二
話
 
 

巻
十
一
帯
二
十
三
話
 
 

巻
十
一
帯
二
十
四
詰
 
 

巻
十
一
第
≡
十
六
話
 
 

巻
十
一
第
二
十
六
話
 
 

巻
十
一
第
二
十
一
語
 
 

巻
十
一
第
二
十
五
話
 
 

巻
十
一
第
二
十
七
話
 
 

巻
十
一
第
二
十
九
話
 
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
 
 故

枚
林
院
貞
昭
得
業
春
日
社
l
一
ア
ル
イ
マ
ハ
ム
カ
シ
ト
云
抄
物
ヲ
借
出
被
写
ク
ル
 
 

如
然
ノ
秘
物
ア
ル
ヤ
ト
尋
申
候
処
、
一
向
無
御
存
知
候
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
7
）
 
 

や
、
か
ね
て
片
寄
正
義
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
 
『
多
聞
院
日
記
』
 
天
 
 

室
町
時
代
中
期
、
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
）
 
か
ら
文
明
十
二
年
（
一
四
 
 

八
〇
）
 
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
興
福
寺
大
乗
院
旧
蔵
の
菅
家
本
 
 

『
諸
寺
縁
起
集
』
（
『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』
を
含
む
）
 
に
は
『
今
昔
物
語
 
 

集
』
巻
十
一
、
巻
十
二
の
諸
説
話
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
記
事
や
関
連
語
 
 

が
多
く
見
出
せ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
案
し
た
こ
と
が
あ
 
 

（
荘
5
）
 
 

る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
上
に
関
 
 

連
語
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

特
に
佃
東
大
寺
「
大
仏
金
薄
幸
」
、
何
元
輿
寺
、
㈲
薬
師
寺
「
当
寺
建
 
 

立
事
」
、
S
法
興
寺
、
㈱
久
米
寺
、
㈹
信
貴
山
寺
、
帥
延
暦
寺
、
㈹
四
天
 
 

王
寺
、
掴
愕
厳
院
、
㈹
志
賀
寺
、
な
ど
の
条
で
は
関
係
が
深
く
、
他
事
に
 
 

見
出
せ
な
い
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
同
一
記
事
や
要
素
が
見
ら
れ
、
あ
る
 
 

い
は
菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
が
間
接
的
に
も
せ
よ
『
今
昔
物
語
集
』
 
の
 
 

、
・
∵
一
、
 
 

影
響
下
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
菅
家
本
『
諸
 
 

寺
縁
起
集
』
 
の
記
事
内
容
は
い
ず
れ
も
梗
概
的
で
略
述
し
た
も
の
が
多
い
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こ
と
か
ら
即
断
は
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
密
接
的
な
関
係
を
持
つ
各
条
に
つ
い
て
も
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
 

と
小
異
す
る
部
分
や
相
違
点
が
見
出
せ
る
こ
と
、
前
掲
以
外
の
寺
々
の
記
事
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
の
諸
寺
建
立
縁
起
諾
と
 
 

の
関
係
は
必
ず
し
も
深
く
な
い
こ
と
、
菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
は
大
江
親
通
の
『
七
大
寺
日
記
』
 
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
や
興
福
 
 

寺
の
僧
実
叡
の
『
建
久
御
巡
礼
記
』
、
あ
る
い
は
『
諸
寺
建
立
次
第
』
な
ど
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
続
出
し
 
 

た
諸
寺
の
（
巡
礼
記
）
の
系
譜
に
連
な
る
諸
寺
縁
起
集
で
あ
る
こ
と
、
更
に
、
あ
の
腐
大
な
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
ご
く
限
ら
九
た
 
 

巻
の
数
講
を
引
用
し
て
採
録
し
た
と
ほ
到
底
考
え
難
い
こ
と
な
ど
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
有
意
の
関
係
を
示
す
決
定
的
な
根
拠
に
 
 

乏
し
く
、
現
段
階
で
は
菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
影
響
下
に
あ
る
も
の
と
は
認
め
難
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
 
 

っ
て
、
両
者
は
遠
く
年
代
を
隔
て
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
原
拠
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
の
関
係
を
も
つ
粂
や
、
ま
た
は
そ
の
間
に
い
 
 

く
つ
か
の
文
献
、
資
料
を
介
在
さ
せ
た
関
係
を
持
つ
粂
が
混
在
し
て
い
る
と
い
う
、
同
源
の
資
料
を
も
と
に
閑
適
し
て
い
る
と
考
え
 
 

ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
室
町
時
代
の
も
の
で
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
作
品
に
、
一
条
兼
良
に
よ
っ
て
十
五
世
紀
半
ば
頃
 
 

遍
速
さ
れ
た
『
東
斎
随
筆
』
二
巻
が
あ
る
。
外
村
展
子
氏
は
『
経
覚
私
要
紗
』
に
あ
る
「
今
昔
物
語
七
帖
」
、
あ
る
い
は
そ
の
写
本
 
 

（
注
1
0
）
 
 

を
利
用
し
て
、
l
条
兼
良
は
 
『
未
着
随
筆
』
 
の
草
稿
本
、
第
一
次
本
を
編
纂
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
次
忙
『
兼
寿
臨
 
 

筆
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
連
語
を
掲
げ
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

仏
法
類
第
四
十
二
詰
 
 

仏
法
類
第
四
十
三
話
 
 

仏
法
類
第
五
十
五
語
 
 

仏
法
類
第
五
十
六
詰
 
 

仏
法
類
第
五
十
七
話
 
 

膏
薬
類
第
七
詰
（
蝉
丸
の
詰
）
 
 

『
東
薫
随
筆
』
 
 （

推
挙
会
創
始
の
詰
）
 
 

（
大
安
寺
建
立
の
話
）
 
 

（
大
江
定
基
の
話
）
 
 

（
慶
滋
保
胤
の
話
）
 
 

（
恵
心
僧
都
の
話
）
 
 

巻
二
十
四
第
二
十
三
畜
 
 

巻
十
二
第
三
話
 
 

巻
十
一
策
六
話
 
 

巻
十
九
第
二
話
 
 

巻
十
九
第
三
諮
 
 

巻
十
九
第
一
話
 
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
 
 

こ
れ
ら
六
条
に
つ
い
て
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
係
 
 

（
注
1
1
）
 
 

を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
は
別
稿
に
述
べ
て
い
る
の
で
 
 

こ
こ
で
は
そ
の
結
論
的
な
こ
と
の
み
を
記
し
て
お
く
こ
 
 

と
に
す
る
。
六
条
の
中
で
は
M
音
楽
穎
第
七
話
（
蝉
丸
 
 

の
話
）
、
伺
仏
法
類
第
五
十
五
話
（
大
江
定
基
の
話
）
、
 
 

何
仏
法
類
第
五
十
六
話
（
慶
滋
保
胤
の
話
）
が
特
に
内
 
 

容
的
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
係
が
深
く
、
他
書
 
 
 

68  
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に
見
出
せ
な
い
記
事
内
容
や
要
素
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
 
 

『
東
斎
随
筆
』
所
収
話
は
い
ず
れ
も
登
場
人
物
の
出
自
、
略
歴
や
説
話
の
要
点
の
み
を
記
す
備
忘
錠
的
な
内
容
で
、
も
し
仮
に
一
条
 
 

兼
良
が
『
今
昔
物
語
集
』
を
参
看
し
た
と
す
る
な
ら
ば
（
そ
れ
が
数
巻
数
冊
と
い
う
『
今
昔
物
語
集
』
 
の
一
部
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
、
 
 

あ
の
鬼
大
で
、
か
つ
説
話
的
興
趣
に
富
む
話
を
多
数
収
載
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
二
～
三
話
を
抄
出
す
る
と
い
 
 

う
方
法
を
採
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
侶
、
囲
、
㈲
の
三
条
に
関
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
典
拠
、
 
 

ま
た
は
同
原
拠
と
考
え
ら
れ
る
『
江
談
抄
』
巻
三
 
「
博
雅
三
位
習
琵
琶
事
」
、
あ
る
い
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
 
第
五
十
九
話
、
同
第
 
 

盲
七
十
二
話
、
ま
た
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
古
四
十
話
な
ど
と
『
東
嘉
随
筆
』
の
記
事
内
容
と
を
合
わ
せ
る
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
 

の
当
該
各
説
話
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
く
る
と
い
う
現
象
も
看
過
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
『
東
斎
随
筆
』
が
資
料
と
し
た
も
の
は
『
今
 
 

昔
物
語
集
』
と
同
原
拠
の
文
献
資
料
、
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
条
兼
良
の
著
作
に
な
る
『
源
氏
物
語
』
 
の
注
 
 

釈
書
で
あ
る
『
花
鳥
余
情
』
の
冒
頭
「
作
意
」
 
の
条
に
 
「
宇
治
大
納
言
物
語
云
」
と
あ
り
、
同
第
二
十
九
「
鯖
蛤
」
 
の
条
に
「
或
抄
 
 

に
宇
治
大
納
言
物
語
に
」
と
あ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
源
隆
国
編
述
の
散
侠
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
含
む
『
今
昔
物
 
 

語
集
』
と
同
原
拠
の
文
献
資
料
、
作
品
に
『
京
斎
随
筆
』
は
基
づ
い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
『
東
斎
随
筆
』
ほ
『
今
昔
物
語
集
』
 
 

の
影
響
下
に
あ
る
作
品
と
は
認
め
難
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 

三
 
 

江
戸
時
代
に
入
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
名
を
見
る
の
は
、
寛
文
十
年
（
〓
ハ
七
〇
）
林
春
斎
（
鷲
峰
）
編
述
の
『
続
本
朝
通
鑑
』
 
 

第
三
十
五
、
白
河
天
皇
中
、
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
）
 
の
条
で
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

秋
七
月
。
前
権
大
納
言
正
二
位
兼
太
皇
太
后
嘗
大
夫
源
隆
国
逝
二
於
宇
治
別
業
刊
歳
七
十
四
。
隆
国
致
仕
之
後
。
箪
一
茶
店
於
別
 
 

業
畔
¶
呼
二
乗
在
環
之
過
客
再
毎
レ
人
勤
レ
著
。
援
而
留
レ
之
。
聴
三
共
所
嘗
談
。
戎
本
朝
故
事
。
或
震
旦
。
天
竺
之
謹
話
。
悉
皆
 
 

イ
マ
ハ
ム
カ
グ
 
 
 

筆
一
抄
之
¶
輯
而
成
二
草
子
¶
積
至
l
童
十
余
巻
¶
号
二
今
昔
物
語
叫
 
或
称
二
宇
治
亜
箱
物
語
刊
 
又
有
二
宇
治
拾
遺
一
帖
呵
共
行
こ
 
 

干
世
刊
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『
本
朝
迩
史
』
が
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
は
考
え
難
い
。
佃
の
巻
上
弾
丸
に
つ
い
て
は
、
『
本
朝
遊
史
』
の
前
半
 
 

部
分
が
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
l
一
十
三
話
と
内
容
的
に
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
叙
述
は
梗
概
的
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
 

に
見
ら
れ
る
弾
丸
の
詠
歌
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
東
斎
随
筆
』
音
楽
煩
第
七
話
に
き
わ
め
て
近
い
内
容
と
い
え
る
。
『
本
朝
 
 

遊
史
』
の
援
引
書
目
に
は
『
東
斎
随
筆
』
の
書
名
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
条
も
必
ず
し
も
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
し
 
 

ツ
ス
 
 

ラ
フ
ヲ
 
 

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
「
三
位
源
博
雅
往
訪
）
之
、
衝
レ
風
凌
レ
雨
既
有
レ
年
奏
」
及
び
「
且
善
二
詠
歌
こ
と
い
う
記
事
が
見
ら
 
 

れ
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
部
分
が
『
東
斎
随
筆
』
に
は
な
い
の
で
、
部
分
的
に
『
今
昔
物
語
集
』
を
参
嘉
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

後
半
に
は
あ
る
程
度
流
布
し
て
、
享
受
さ
れ
て
い
た
状
況
が
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

右
に
掲
げ
た
『
続
本
朝
通
鮭
』
よ
り
六
年
前
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
 
 

る
林
読
耕
斎
（
靖
）
 
に
よ
っ
て
編
述
、
版
行
さ
れ
た
『
本
朝
蓮
史
』
二
巻
は
 
 （

注
1
2
）
 
 

そ
の
上
巻
冒
頭
に
あ
る
援
引
書
目
に
 
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
 
 

イ
マ
ハ
ム
カ
シ
 
 
 

こ
こ
に
は
源
隆
国
が
宇
治
の
別
業
で
往
還
の
人
々
か
ら
説
話
を
聞
き
集
め
て
、
三
十
余
巻
に
編
集
し
た
の
が
「
今
昔
物
語
」
で
、
 
 

「
宇
治
亜
相
物
語
」
と
も
称
し
た
と
い
う
旨
が
善
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
序
文
に
添
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
 
 

と
考
え
ら
れ
、
源
隆
国
編
述
の
散
伏
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
を
混
乱
し
、
同
一
視
し
て
捉
え
て
い
る
点
な
ど
、
 
 

イ
ヤ
ハ
ム
カ
ケ
 
 

現
在
の
研
究
状
況
で
は
従
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
革
季
≒
十
余
巻
可
号
二
今
昔
物
語
こ
と
あ
る
の
ほ
、
明
ら
か
に
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「
又
有
＝
宇
治
拾
遺
一
帖
叫
共
行
二
千
世
ご
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
七
世
紀
 
 

関
連
す
る
話
を
抽
出
す
る
と
、
上
の
三
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

川
の
巻
上
惟
喬
親
王
の
粂
で
は
『
本
朝
遜
史
』
は
惟
喬
親
王
を
中
 
 

心
に
そ
の
出
目
、
略
歴
を
述
べ
、
末
尾
に
そ
の
亮
年
及
び
そ
の
年
齢
 
 

を
記
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
在
原
業
平
を
主
人
 
 

公
と
す
る
逸
話
で
、
主
に
『
伊
勢
物
語
』
第
九
九
段
、
第
八
二
段
、
 
 

第
八
三
段
の
内
容
の
順
に
和
歌
を
折
り
込
ん
で
叙
述
し
て
お
り
、
 
 

に
林
羅
山
の
四
男
で
、
林
春
斎
（
鷲
峰
）
 
の
弟
に
あ
た
 
 

、
わ
が
国
の
隠
逸
着
め
略
伝
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
、
『
本
朝
遊
史
』
の
中
で
『
今
昔
物
語
集
』
と
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な
お
、
『
本
朝
逝
史
』
の
後
半
部
分
に
見
ら
れ
る
、
輝
丸
は
延
葺
帝
の
第
四
皇
子
と
す
る
説
は
『
東
関
紀
行
』
、
『
平
家
物
語
』
巻
十
、
 
 

『
源
平
盛
衰
記
』
拳
四
十
六
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
伝
承
で
あ
り
、
辟
丸
を
仙
人
と
す
る
説
は
『
和
歌
色
葉
』
や
『
東
野
州
聞
書
』
 
 

に
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
鴨
長
明
が
「
尋
二
蝉
丸
之
遺
聴
こ
と
あ
る
部
分
ほ
、
『
方
丈
記
』
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
㈲
の
 
 

巻
上
藤
原
為
時
の
条
は
、
為
時
の
文
才
が
頗
る
勝
れ
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
逸
話
で
、
為
時
の
漢
詩
を
め
ぐ
る
講
を
載
せ
る
。
そ
の
 
 

最
後
に
、
著
名
な
説
話
で
あ
る
、
為
時
が
越
前
守
の
選
に
漏
れ
た
折
、
そ
の
傷
心
を
漢
詩
に
託
し
て
上
申
し
た
と
こ
ろ
、
一
条
天
皇
 
 

が
感
涙
し
、
藤
原
道
長
が
す
で
に
越
前
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
源
国
盛
（
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
藤
原
国
盛
と
す
る
が
、
こ
れ
は
誤
 
 

り
）
 
に
代
え
て
、
為
時
を
任
じ
た
と
い
う
話
を
記
す
。
こ
の
部
分
が
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
三
十
話
と
閑
達
す
る
。
し
か
し
、
 
 

こ
れ
も
同
話
が
『
続
本
朝
往
生
伝
』
一
条
天
皇
の
条
、
『
古
事
談
』
巻
一
、
『
十
訓
抄
』
巻
十
、
『
今
鏡
』
昔
話
第
九
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
 
 

『
本
朝
藩
史
』
で
は
為
時
に
越
前
守
を
奪
わ
れ
た
困
惑
が
「
悌
泣
ス
」
と
、
国
盛
の
悲
嘆
を
も
記
す
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
そ
れ
に
 
 

は
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
条
も
『
今
昔
物
語
集
』
と
は
直
接
関
係
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
下
源
顧
基
の
粂
は
『
今
昔
 
 

＊ ㈹（9）（さ）（7）（6）（5）（4）（3）（2）（1）  

上
巻
役
小
角
 
 

上
巻
竹
渓
道
慈
 
 

上
巻
成
意
 
 

上
巻
嘩
丸
 
 

上
巻
安
勝
 
 

中
巻
千
観
 
 

中
巻
増
賀
 
 

中
巻
書
写
性
空
 
 

中
巻
慶
保
胤
 
 

中
巻
翁
和
尚
 
 

中
巻
藤
顕
基
 
 
 

『
扶
桑
隠
逸
伝
』
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
 
 
 

巻
十
一
第
三
話
 
 

巻
十
一
第
五
話
 
 

者
十
五
第
五
話
 
 

巻
二
十
四
第
二
十
≡
話
 
 

者
十
四
第
二
十
話
 
 

巻
十
九
第
十
六
話
 
 

巻
十
二
第
三
十
三
話
 
 

巻
十
二
第
三
十
四
話
 
 

者
十
九
窮
≡
諌
 
 

巻
十
三
第
十
四
話
 
 

者
十
九
第
十
六
話
（
欠
話
）
 
 

物
語
集
』
ほ
本
文
欠
話
で
あ
る
の
で
、
直
療
の
関
係
は
な
い
。
 
 
 

以
上
、
『
本
朝
避
史
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
係
を
検
討
し
 
 

て
き
た
が
、
『
本
朝
遽
史
』
に
は
そ
の
援
引
書
目
に
 
「
今
昔
物
語
」
 
 

の
書
名
を
挙
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
直
接
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
 
 

と
し
て
隠
逸
者
の
略
伝
を
記
し
た
条
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
そ
の
援
引
書
目
に
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
挙
げ
ら
 
 

れ
て
い
る
の
ほ
、
関
連
話
が
所
収
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
参
考
書
目
 
 

の
意
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
深
革
元
政
上
人
に
よ
っ
て
寛
文
四
年
（
〓
ハ
六
四
）
編
述
、
 
 

版
行
さ
れ
た
『
扶
桑
援
逸
伝
』
三
巻
の
下
巻
末
尾
に
あ
る
引
用
書
目
 
 

（
注
1
3
）
 
 

に
も
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
見
出
せ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
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討
し
て
み
る
。
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
連
話
ほ
前
真
上
の
十
条
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
十
条
に
つ
い
て
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
係
を
検
討
す
る
と
、
い
 
 

ず
れ
も
直
接
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
す
る
も
の
は
な
く
、
主
に
『
元
手
釈
書
』
 
を
中
心
と
し
て
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
 
 

『
続
本
朝
往
生
伝
』
な
ど
の
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
前
記
『
本
朝
遜
史
』
と
同
様
、
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
引
用
書
目
に
挙
 
 

げ
ら
れ
て
い
る
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
は
、
直
接
の
典
拠
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
参
考
書
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
 
 

に
す
ぎ
な
い
。
 
 
 

な
お
、
探
草
元
政
上
人
に
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
編
述
、
版
行
の
『
本
朝
法
華
伝
』
三
巻
が
あ
る
が
 
（
享
保
四
年
版
の
五
巻
 
 

（
注
1
4
）
 
 

本
は
平
仮
名
本
）
、
こ
れ
に
ほ
引
用
書
目
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
法
華
経
信
仰
者
で
あ
る
僧
た
ち
の
略
伝
集
で
あ
る
が
、
主
に
『
大
日
 
 

本
国
法
筆
経
験
記
』
『
元
亨
釈
書
』
を
典
拠
と
し
て
お
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
関
連
す
る
説
話
も
三
十
話
ほ
ど
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
 
 

れ
ら
も
直
綾
的
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

続
い
て
十
七
世
紀
後
半
、
藤
井
働
斎
編
に
成
る
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
 
に
版
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
 
 

（
注
1
5
）
 
 

二
条
に
つ
い
て
、
そ
の
典
拠
書
名
と
し
て
 
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
二
条
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
関
連
 
 

で
、
『
古
本
説
話
集
』
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
二
条
は
と
も
に
『
今
昔
物
語
集
』
に
拠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

吊
は
藤
原
道
信
が
若
く
し
て
そ
の
父
藤
原
為
光
の
死
に
遭
い
、
深
い
哀
し
み
の
情
を
翌
年
の
喪
あ
け
の
折
に
和
歌
に
詠
ん
だ
と
い
 
 

う
話
で
あ
る
。
そ
の
哀
傷
歌
ほ
『
拾
遺
集
』
巻
二
十
哀
傷
（
新
編
国
歌
大
観
番
号
一
二
九
二
）
、
『
拾
遺
抄
』
巻
十
雑
下
（
同
五
五
 
 

入
）
、
『
玄
々
集
』
（
同
一
八
）
、
『
通
信
集
』
（
同
六
三
）
、
『
小
大
君
集
』
（
同
四
六
）
 
な
ど
に
見
ら
れ
て
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
『
古
本
 
 

説
話
集
』
で
は
そ
れ
を
、
 
 
 

話
は
上
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

吊
の
巻
上
公
卿
第
六
藤
原
通
信
の
粂
は
同
語
が
『
古
本
説
話
集
』
 
 

上
巻
第
三
十
二
話
に
あ
り
、
㈲
の
巻
下
婦
女
第
八
供
レ
衣
貧
女
の
粂
 
 

は
同
語
が
『
古
本
説
話
集
』
上
巻
第
三
十
三
諸
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
 
 72  
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か
ぎ
り
あ
れ
ば
け
ふ
ぬ
ぎ
す
て
つ
ふ
ぢ
ば
か
ま
は
て
な
き
も
の
は
な
み
だ
な
り
け
り
 
 

と
す
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
『
本
朝
孝
子
伝
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
 
 

カ
ギ
リ
ア
レ
バ
ケ
フ
ヌ
ギ
ス
チ
ッ
フ
ヂ
衣
ハ
テ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
ナ
ミ
ダ
ナ
リ
ケ
リ
 
（
『
今
昔
物
語
集
』
）
 
 

ス
キ
 
 

限
り
阿
礼
汲
今
日
脱
捨
郡
藤
衣
果
奈
幾
物
者
涙
棄
利
計
量
（
『
本
朝
孝
子
伝
』
）
 
 

と
し
て
お
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
一
致
し
て
い
る
。
何
の
話
は
孟
蘭
盆
の
供
養
を
で
き
な
か
っ
た
貧
し
い
女
 
 

が
、
着
物
の
蓑
を
ほ
ど
い
て
布
施
と
し
、
愛
宕
寺
に
和
歌
を
添
え
て
奉
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
に
見
ら
れ
る
和
歌
も
 
 

『
古
本
説
話
集
』
は
小
異
が
あ
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
全
く
同
じ
で
、
『
本
朝
孝
子
伝
』
が
『
今
昔
物
語
集
』
 
 

に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
本
朝
孝
子
伝
』
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
享
受
、
利
用
の
方
法
は
、
出
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
 
の
前
 
 

半
部
分
を
略
述
し
、
登
場
人
物
の
出
自
、
経
歴
な
ど
を
他
書
か
ら
付
加
し
て
記
し
て
い
る
。
文
体
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
漢
字
片
仮
 
 

名
交
り
文
を
漢
文
体
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
似
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
を
そ
の
ま
ま
漢
文
体
に
改
め
て
略
述
、
転
載
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
江
戸
時
代
初
期
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
享
受
、
影
響
に
つ
い
て
、
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
 
 

が
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
書
名
は
『
本
朝
遊
史
』
の
援
引
書
目
、
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
の
引
用
書
目
に
掲
げ
 
 

ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
直
接
の
典
拠
で
は
な
く
、
実
際
に
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
し
て
享
受
、
利
用
し
た
作
品
は
、
最
後
に
 
 

取
り
上
げ
た
『
本
朝
孝
子
伝
』
を
除
く
と
、
管
見
で
は
見
出
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
十
七
世
紀
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
は
 
 

そ
の
存
在
と
内
容
は
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
ほ
い
た
も
の
の
、
ま
だ
ご
く
僅
か
に
そ
の
一
部
が
利
用
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
特
に
 
 

伝
記
集
の
群
で
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
信
憑
性
も
深
く
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
単
に
参
考
書
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
位
置
に
と
 
 

ど
ま
っ
て
い
た
。
現
在
の
（
説
話
集
）
と
し
て
の
意
味
で
広
く
享
受
、
利
用
さ
れ
る
段
階
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
 
 

よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 四

 
 

十
八
世
紀
に
入
っ
て
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
版
行
さ
れ
た
『
本
朝
語
園
』
十
巻
十
二
冊
は
編
者
未
詳
（
序
文
に
 
「
孤
山
居
士
」
 
 
 



『今昔物語集』の流布と享受  

で
、
『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
一
第
三
八
七
話
、
同
第
三
九
〇
話
が
典
拠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
 
 

た
、
㈹
の
巻
七
第
十
五
話
で
ほ
そ
の
典
拠
と
し
て
、
「
今
昔
物
語
」
 
「
宇
治
拾
遺
」
と
二
書
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
『
今
昔
物
語
 
 

集
』
巻
二
十
四
第
十
六
話
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
同
誌
が
見
ら
れ
る
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
一
二
六
話
に
は
拠
っ
て
い
 
 

。
 
 
 

次
に
、
『
本
朝
語
園
』
の
各
条
に
『
今
昔
物
語
集
』
以
外
の
蕃
を
典
拠
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
誤
り
で
、
実
ほ
そ
 
 

の
全
て
を
『
今
昔
物
語
集
』
に
拠
っ
て
い
た
り
、
そ
の
一
部
を
『
今
昔
物
語
集
』
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
粂
も
い
く
つ
か
見
 
 
 

巻
五
第
四
十
一
缶
川
成
図
二
重
亮
一
 
 

巻
五
第
四
十
二
奈
川
成
与
＝
飛
碍
匠
一
挑
二
組
工
 

巻
五
第
四
十
六
話
弘
高
欲
レ
画
費
二
三
夫
一
 
 

巻
五
第
五
十
九
話
寛
蓮
与
レ
女
郵
レ
碁
 
 

巻
五
第
六
十
六
話
田
申
立
二
人
形
一
 
 

巻
六
第
十
一
話
兼
忠
教
〓
某
父
仇
一
 
 

巻
六
第
十
二
番
維
持
討
二
諸
任
一
 
 

巻
六
第
二
十
七
詰
将
軍
謀
坂
 
 

巻
六
第
≡
十
六
詰
豊
後
講
師
代
レ
名
夢
一
泡
照
一
 
 

巻
七
第
九
話
保
憲
幼
而
見
二
鬼
神
l
 
 

巻
七
第
十
五
話
晴
明
蔵
二
知
徳
之
識
神
一
 
 

巻
七
第
十
六
話
知
徳
捕
二
海
賊
一
 
 

巻
七
第
二
十
七
話
術
師
盗
レ
瓜
 
 

巻
九
第
二
十
九
詰
魂
祭
供
二
義
衣
一
 
 

巻
十
第
四
十
八
話
瀧
口
下
男
値
レ
龍
 
 
 

『
本
朝
語
圏
』
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
 
 
 

巻
二
十
四
第
五
話
 
 

巻
二
十
四
第
五
蔚
 
 

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
一
 
 

巻
二
十
四
第
六
詰
 
 

巻
二
十
四
第
二
話
 
 

巻
二
十
五
第
四
話
 
 

者
二
十
五
第
五
話
 
 

巻
二
十
五
第
一
話
 
 

巻
二
十
八
草
十
王
話
 
 

巻
二
十
四
第
十
哀
話
 
 

巻
二
十
四
第
十
六
話
 
 

者
二
十
四
第
十
九
話
 
 

巻
二
十
八
第
四
十
諮
 
 

巻
二
十
四
第
四
十
九
話
 
 

巻
二
十
四
第
十
一
語
 
 

と
あ
る
）
 
の
（
野
暮
）
と
も
い
う
べ
き
一
大
書
物
 
 

で
あ
る
。
全
五
四
九
条
の
話
を
収
め
、
そ
れ
ら
を
 
 

部
立
て
を
立
て
て
分
類
配
列
し
て
い
る
。
一
条
兼
 
 

良
の
 
『
語
園
』
、
浅
井
了
意
の
『
新
語
園
』
の
後
 
 

を
受
け
た
も
の
で
、
前
二
者
が
主
に
漢
籍
を
典
拠
 
 

と
す
る
の
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
典
薄
か
ら
故
事
、
 
 

逸
話
、
奇
談
な
ど
を
蒐
集
し
て
お
り
、
各
条
に
は
 
 

そ
の
典
拠
書
名
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
 
「
今
 
 

昔
物
語
」
 
の
書
名
を
載
せ
て
い
る
も
の
が
十
五
条
 
 

（
注
1
6
）
 
 

見
ら
れ
る
。
蓑
Ⅰ
に
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
連
 
 

話
を
示
し
て
お
く
。
 
 
 

上
に
挙
げ
た
十
五
条
が
『
本
朝
語
園
』
 
の
各
条
 
 

に
、
そ
の
典
拠
と
し
て
 
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
を
 
 

掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
刷
の
巻
五
第
四
 
 

十
六
話
ほ
『
今
昔
物
語
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
話
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げ
る
が
、
こ
れ
ほ
誤
り
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
 
 

二
十
四
第
二
十
五
話
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
㈱
の
巻
八
第
二
十
九
話
は
そ
の
典
拠
と
し
て
「
土
佐
日
記
」
を
挙
げ
 
 

て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
四
十
三
話
が
そ
の
典
拠
で
あ
る
。
そ
の
他
の
粂
ほ
い
ず
れ
も
『
本
朝
語
園
』
に
 
 

典
拠
吉
名
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

右
に
見
た
よ
う
に
、
『
本
朝
語
園
』
全
十
巻
、
総
数
五
四
九
条
の
中
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
説
話
 
 

は
、
表
Ⅰ
と
蓑
Ⅱ
を
合
わ
せ
て
二
十
六
条
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
内
訳
を
検
討
し
て
み
る
と
表
㈱
、
個
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

『
本
朝
語
園
』
ほ
『
今
昔
物
語
集
』
の
本
朝
世
俗
部
、
そ
れ
も
主
に
巻
二
十
四
の
諸
道
欝
、
技
芸
欝
に
最
も
多
く
拠
っ
て
お
り
、
 
 

総
計
十
九
条
を
数
え
る
。
次
は
巻
二
十
五
の
合
戦
語
、
武
勇
頑
な
ど
の
武
士
説
話
で
、
他
は
街
談
昔
話
、
奇
護
、
怪
説
と
い
う
べ
き
 
 

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
『
本
朝
語
園
』
の
都
立
て
で
は
、
主
に
巻
五
の
「
書
画
、
雑
芸
」
、
巻
六
の
「
武
勇
、
強
力
」
、
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巻
二
第
二
十
一
詰
赤
染
与
二
挙
周
一
祈
二
於
菅
ア
命
 
 

巻
三
第
三
十
八
話
匡
衡
感
二
赤
染
の
敬
一
 
 

巻
四
第
三
十
八
詰
清
行
与
二
長
谷
雄
一
口
論
 
 

巻
四
第
三
十
九
語
長
谷
雄
菱
逝
 
 

巻
五
第
五
十
八
詰
寛
葦
試
着
 
 

巻
七
第
十
詰
庸
明
随
二
忠
行
一
習
レ
道
 
 

巻
七
第
十
八
宗
翌
照
相
二
朱
雀
門
倒
一
 
 

巻
八
第
二
十
四
話
融
霊
 
 

巻
八
第
二
十
九
詰
貫
之
亡
愛
子
詠
二
和
歌
一
 
 

巻
十
第
五
十
三
話
博
雅
閉
二
知
玄
象
音
一
 
 

巻
十
第
六
十
一
語
年
穀
レ
狼
 
 

巻
十
第
七
十
九
話
栗
太
郡
柿
木
 
 

『
本
朝
語
圃
』
 
 

巻
二
十
四
第
五
十
一
志
 
 

巻
二
十
四
第
五
十
一
語
 
 

巻
二
十
四
第
二
十
五
番
 
 

巻
二
十
四
第
二
十
五
語
 
 

巻
二
十
四
第
六
講
 
 

巻
二
十
四
第
十
六
話
 
 

者
二
十
四
第
二
十
一
語
 
 

巻
二
十
四
第
四
十
六
詰
 
 

巻
二
十
四
第
四
十
三
話
 
 

巻
二
十
四
第
二
十
四
話
 
 

巻
二
十
九
第
三
十
八
詰
 
 

巻
三
十
一
第
三
†
七
謡
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
 
 

出
せ
る
。
ま
た
、
『
本
朝
語
園
』
で
は
典
拠
書
名
 
 

を
掲
げ
て
い
な
い
条
の
中
に
も
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
 

を
典
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
教
条
 
 

指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
と
表
Ⅱ
の
通
り
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

回
の
巻
二
第
二
十
一
話
は
、
そ
の
典
拠
と
し
て
 
 

「
古
今
著
聞
集
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
該
話
の
前
 
 

半
部
分
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
五
十
一
 
 

話
に
拠
っ
て
お
り
、
後
半
部
分
が
『
古
今
著
聞
 
 

集
』
巻
五
第
一
七
六
話
、
同
巻
八
第
三
〇
二
話
に
 
 

拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
何
の
巻
四
第
三
 
 

十
九
話
は
そ
の
典
拠
と
し
て
「
続
古
事
談
」
を
掲
 
 



『今昔物語集』の流布と享受  

（団  紀
に
お
け
る
 
 

な
お
、
『
本
朝
語
園
』
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
の
説
話
採
録
の
方
法
は
、
ほ
ぼ
同
文
の
ま
ま
転
載
す
る
形
式
で
あ
る
が
、
 
 

そ
の
大
半
は
『
今
昔
物
語
集
』
話
の
略
述
で
あ
る
。
 
 
 

『
本
朝
語
圏
』
 
 

の
享
受
、
利
用
の
憤
向
と
そ
の
姿
勢
が
こ
こ
に
う
か
が
え
よ
う
。
 
 

巻
七
の
「
医
陰
占
相
」
、
巻
十
の
「
怪
異
妖
霊
、
獣
虫
、
草
木
附
器
物
」
 
に
該
当
す
 
 

る
粂
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
『
本
朝
語
園
』
 
 

で
ほ
『
今
昔
物
語
集
』
を
、
主
に
諸
道
辞
－
技
芸
藤
、
合
戦
・
武
勇
爵
、
衝
談
巷
 
 

話
、
奇
繹
、
僅
説
な
ど
を
蒐
集
す
る
目
的
で
、
享
受
、
利
用
し
て
い
た
も
の
と
捉
 
 

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
本
朝
語
園
』
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
ほ
か
、
『
江
談
 
 

抄
』
『
世
継
物
語
』
『
古
事
談
』
『
統
古
事
談
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
十
訓
抄
』
『
古
 
 

今
著
聞
集
』
『
挟
集
抄
』
な
ど
、
現
在
（
説
話
文
学
）
（
説
話
集
）
 
の
枠
組
み
の
中
 
 

に
入
る
作
品
を
典
拠
と
し
て
説
話
が
蒐
集
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
都
立
て
に
応
じ
て
分
 
 

類
、
配
置
さ
れ
て
い
る
。
『
本
朝
語
園
』
に
至
っ
て
『
今
昔
物
語
集
』
は
逸
話
、
 
 

奇
讃
、
昔
話
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
話
、
い
わ
ば
俗
談
、
俗
説
を
収
載
す
る
書
物
 
 

と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
後
に
版
行
さ
れ
 
 

る
井
沢
長
秀
考
訂
纂
註
『
今
昔
物
語
』
（
前
編
十
五
巻
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
、
 
 

後
編
十
左
巻
享
保
十
入
牢
（
一
七
三
三
）
刊
）
 
が
、
そ
の
巻
一
か
ら
巻
四
を
『
今
 
 

昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
の
諸
道
辞
、
技
芸
護
を
中
心
に
再
編
集
し
、
次
に
巻
五
か
 
 

ら
巻
八
は
主
に
巻
二
十
五
の
合
戦
語
、
武
勇
欝
な
ど
武
士
説
話
を
据
え
、
そ
の
後
、
 
 

巻
九
か
ら
巻
十
二
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
八
の
滑
稽
謡
を
配
置
し
て
行
く
 
 

と
い
う
、
い
わ
ば
『
今
昔
物
語
集
』
を
解
体
し
て
、
再
編
集
、
再
構
成
し
た
順
序
 
 

（
注
1
7
）
 
 

立
て
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期
、
十
八
世
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続
い
て
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
成
立
し
、
同
三
年
版
行
さ
れ
た
落
月
堂
操
盾
綴
の
『
和
漢
乗
合
船
』
巻
二
第
四
話
に
、
『
今
 
 

（
†
こ
 
 

青
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
五
話
の
飛
騨
の
工
と
百
済
川
成
の
技
能
競
べ
の
説
話
が
「
此
事
今
昔
物
語
に
邑
へ
た
り
」
と
書
名
明
記
の
 
 

（
注
1
8
）
 
 

上
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
塚
田
長
信
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
版
行
の
厚
着
春
 
 

（
注
1
9
）
 
 

鷺
廓
玄
編
述
の
『
本
朝
怪
談
故
事
』
冒
頭
に
あ
る
採
用
之
書
目
録
に
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
見
出
せ
る
の
で
、
こ
こ
で
ほ
こ
れ
を
 
 

検
討
し
て
お
く
。
 
 
 

そ
れ
ほ
巻
三
第
十
五
話
「
離
宮
八
幡
」
 
の
条
に
、
「
『
今
昔
物
語
』
之
二
同
ジ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
平
貞
 
 

盛
と
藤
原
秀
郷
が
と
も
に
平
将
門
を
討
っ
た
時
、
援
軍
と
し
て
出
向
い
た
藤
原
忠
文
が
駿
河
国
の
清
見
関
よ
り
京
に
帰
り
、
小
野
官
 
 

実
額
の
巌
難
に
よ
っ
て
恩
賞
に
漏
れ
、
そ
れ
を
恨
ん
で
霊
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
巻
五
 
「
五
節
之
沙
汰
」
 
 

や
『
古
事
談
』
巻
四
、
『
十
訓
抄
』
巻
十
に
載
せ
る
説
話
で
あ
る
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
 
に
は
見
ら
れ
ず
、
直
接
の
関
係
ほ
な
い
。
お
 
 

そ
ら
く
何
ら
か
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
巻
二
第
十
二
話
「
野
摩
御
崎
変
レ
面
」
 
の
条
に
「
『
宇
治
大
納
言
ノ
物
語
』
ニ
ハ
記
シ
給
 
 

ヘ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
第
三
十
六
話
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
三
十
話
に
見
ら
れ
る
中
国
、
唐
の
 
 

老
婆
が
山
頂
の
卒
都
婆
に
血
が
付
く
の
を
見
た
話
と
関
係
す
る
部
分
で
あ
る
。
「
宇
治
大
納
言
ノ
物
語
」
は
あ
る
い
は
源
隆
国
編
散
 
 

侠
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
意
味
す
る
も
の
か
と
思
わ
れ
、
注
目
す
べ
き
記
事
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
直
接
『
今
昔
物
語
集
』
を
 
 

指
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
 
 
 

最
後
に
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
版
行
の
井
沢
長
秀
（
煙
毒
）
解
述
の
『
広
益
俗
説
弁
』
全
二
十
巻
の
引
用
書
目
（
巻
二
十
の
 
 

（
注
2
0
）
 
 

巻
末
に
あ
る
）
 
に
 
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
『
広
益
俗
説
弁
』
 
 

の
中
で
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
を
掲
げ
て
い
る
条
を
抽
出
し
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
関
連
を
示
す
と
次
真
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

表
示
の
如
く
、
『
広
益
俗
説
弁
』
に
 
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
を
掲
げ
て
引
用
し
て
い
る
部
分
ほ
十
六
条
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
 
 

ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
の
話
材
と
同
詰
ま
た
は
関
連
話
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
り
、
登
場
人
 
 

物
や
話
材
に
つ
い
て
の
注
釈
、
考
証
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
㈲
の
巻
十
士
庶
「
厨
光
家
臣
、
四
天
王
・
 
 

一
人
武
者
の
説
」
 
の
粂
で
ほ
、
「
俗
説
云
、
源
頼
光
の
家
臣
、
四
天
王
二
人
武
者
と
て
あ
り
」
と
し
て
四
天
王
、
一
人
武
者
の
名
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十
八
第
二
話
の
冒
頭
に
、
 
 
 

今
昔
、
摂
津
ノ
守
源
ノ
板
光
ノ
朝
臣
ノ
郎
等
ニ
テ
有
ケ
ル
、
平
ノ
貞
道
、
平
ノ
季
武
、
［
〓
］
ノ
公
時
卜
云
7
三
人
ノ
兵
有
ケ
リ
。
 
 

の
部
分
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
広
益
俗
説
弁
』
に
「
公
時
が
姓
氏
は
欠
て
し
れ
ず
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
 
 

忙
『
今
昔
物
語
集
』
 
の
欠
字
部
分
を
示
し
て
い
よ
う
。
 
 
 

（
注
）
『
広
益
俗
説
弁
』
の
項
に
は
、
目
安
と
な
る
人
物
、
 
 
 

炬）㈹（9）   鵬
 
 

掴
 
 

d」
り 
ノ川
ur
  d

叩
 
 

佳
 
 

巻
三
神
南
 
 

巻
五
天
子
 
 

巻
九
公
卿
 
 

巻
十
士
庶
 
 

巻
十
士
庶
 
 

巻
十
士
庶
 
 

巻
十
士
庶
 
 

巻
十
士
庶
 
 
 

巻
十
士
庶
 
 

巻
十
士
庶
 
 

巻
十
一
士
庶
 
 
 

巻
十
一
士
庶
 
 

巻
十
一
士
庶
 
 

巻
十
三
士
庶
 
 

巻
十
三
士
庶
 
 

巻
九
五
倍
道
 
 

『
広
益
俗
説
弁
』
 
 

笠
島
道
祖
神
（
藤
原
実
万
）
 
 

景
行
天
皇
（
近
江
国
栗
太
郡
大
柿
）
 
 

K
孫
王
経
基
 
（
源
顔
光
）
 
 

俵
藤
太
秀
郷
（
平
将
門
）
 
 

藤
康
思
文
（
平
将
門
）
 
 

平
維
茂
 
 

信
太
小
太
郎
（
平
良
門
と
蔵
念
）
 
 

頼
光
家
臣
、
四
天
王
 
 
 

渡
辺
綱
（
平
良
門
と
蔵
念
）
 
 

公
時
 
 
 

阿
倍
清
明
（
陰
陽
師
智
徳
）
 
 

阿
倍
晴
明
 
 
 

八
幡
太
郎
義
家
（
阿
倍
宗
任
）
 
 
 

日
下
左
衛
門
（
芦
刈
）
 
 
 

飛
騨
内
匠
 
 
 

裏
雅
阿
闇
梨
（
藤
原
時
平
）
 
 

『
今
昔
物
語
集
』
 
 
 

巻
二
十
四
第
三
十
七
宗
 
 

巻
三
十
一
第
一
二
十
七
話
 
 

巻
二
十
五
第
大
詰
 
 

巻
二
十
五
第
一
話
 
 

巻
二
十
五
第
一
話
 
 

巻
二
十
五
第
五
話
 
 

巻
十
七
第
八
詰
 
 

巻
二
十
八
第
二
詰
 
 

巻
二
十
九
第
十
九
蕗
 
 

巻
十
七
第
八
語
 
 

巻
二
十
八
第
二
謡
 
 

巻
二
十
四
第
十
六
茶
 
 

巻
二
十
四
第
十
九
話
 
 

巻
二
十
四
第
十
六
話
 
 

巻
三
十
一
第
十
一
語
 
 

巻
三
十
第
五
話
 
 

巻
二
十
四
第
五
話
 
 

巻
二
十
二
第
八
詰
 
 
 

ま
た
ほ
事
柄
を
記
し
た
っ
 
 

前
を
掲
げ
た
後
、
次
の
よ
う
に
考
証
し
て
い
る
。
 
 

今
按
る
に
、
坂
田
・
薄
井
・
渡
辺
の
号
、
妄
 
 

作
な
り
。
旧
記
に
拠
な
し
。
『
今
昔
物
語
』
 
 

に
、
村
岡
五
郎
平
貞
道
と
あ
り
。
平
季
武
と
 
 

有
て
家
号
な
し
。
公
時
が
姓
氏
は
欠
て
し
れ
 
 

ず
。
 
 
 

こ
の
平
貞
道
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
第
 
 

十
話
、
巻
二
十
八
第
二
話
、
巻
二
十
九
第
十
九
話
 
 

に
登
場
す
る
が
、
こ
こ
で
ほ
巻
二
十
九
等
十
九
話
 
 

二
、
 
 

l
 
 

「
誰
ニ
カ
有
ラ
ム
、
腎
カ
リ
シ
老
カ
ナ
」
 
ト
 
 

思
テ
問
ヒ
尋
ケ
レ
パ
、
村
岡
ノ
五
郎
平
ノ
貞
 
 

道
卜
云
ケ
ル
者
也
ケ
リ
。
 
 

と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
 
 

平
季
武
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
四
十
三
 
 

話
、
巻
二
十
八
第
二
話
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、
 
 

こ
の
部
分
は
平
貞
道
、
公
時
を
も
含
め
て
、
巻
二
 
 

78  
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こ
の
よ
う
に
、
『
広
益
俗
説
弁
』
 
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
引
用
は
『
今
昔
物
語
集
』
か
ら
説
話
を
採
録
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
 
 

抄
出
し
た
り
、
そ
の
ま
ま
転
載
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
『
広
益
俗
説
弁
』
ほ
多
く
の
俗
説
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
分
類
し
て
 
 

配
列
し
た
上
で
、
正
史
、
系
図
、
実
録
、
そ
の
他
多
く
の
書
物
を
ま
さ
に
博
引
穿
証
し
て
そ
れ
ら
を
弁
駁
、
考
証
し
て
い
る
。
そ
の
 
 

傍
証
資
料
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
井
沢
長
秀
は
先
の
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
『
今
昔
物
語
 
 

集
』
を
か
な
り
丹
念
に
精
読
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
熟
知
し
て
い
た
と
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
『
広
益
俗
説
弁
』
で
は
 
 

巻
二
十
二
以
降
の
本
朝
世
俗
部
の
引
用
が
大
半
で
あ
り
、
特
に
巻
二
十
四
が
四
条
に
お
い
て
、
巻
二
十
五
が
四
条
、
巻
二
十
八
、
巻
 
 

三
十
一
が
そ
れ
ぞ
れ
二
条
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
記
『
本
朝
語
園
』
が
典
拠
と
し
た
巻
々
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
受
容
と
そ
の
利
用
の
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
㈹
の
巻
十
三
士
庶
飛
騨
内
匠
の
条
の
割
注
に
、
 
 

然
れ
ど
も
、
其
こ
ろ
の
飛
騨
国
の
工
に
て
、
名
ほ
見
え
ず
。
『
今
昔
物
語
』
に
我
と
こ
ろ
、
甚
だ
な
が
し
。
こ
の
故
に
こ
1
に
 
 

略
す
。
『
今
昔
物
語
』
は
改
正
し
て
、
別
に
印
行
す
。
あ
は
せ
見
る
べ
し
。
 
 

と
記
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
で
に
井
沢
長
秀
は
単
に
傍
証
資
料
と
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
を
引
用
す
る
だ
け
で
は
 
 

な
く
、
こ
れ
を
考
訂
、
再
編
成
し
て
版
行
し
、
広
く
世
に
提
供
す
べ
く
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
井
沢
長
秀
考
訂
『
今
 
 

昔
物
語
』
全
三
十
巻
は
版
行
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
 
 

五
 
 

以
上
、
井
沢
長
秀
考
訂
纂
註
『
今
昔
物
語
』
（
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
前
編
十
五
巻
、
同
十
八
年
（
一
七
三
三
）
後
編
十
五
巻
 
 

刊
）
が
版
行
さ
れ
る
ま
で
の
『
今
昔
物
語
集
』
の
流
布
と
享
受
、
影
響
及
び
そ
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
室
町
時
代
 
 

で
は
殆
ど
そ
の
享
受
、
利
用
の
跡
は
見
出
せ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
十
七
世
紀
で
は
『
紋
本
朝
通
鑑
』
に
そ
の
 
 

書
名
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
『
本
朝
趣
史
』
 
の
援
引
書
目
、
『
扶
桑
隠
逸
伝
』
 
の
引
用
書
目
に
「
今
昔
物
語
」
 
の
書
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
 
 

る
が
、
そ
れ
ら
ほ
直
接
『
今
昔
物
語
集
』
を
典
拠
と
し
て
説
話
を
享
受
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
単
に
参
考
書
目
、
ま
た
は
 
 79   
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同
誌
、
関
連
語
が
見
出
せ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
点
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
そ
の
存
在
と
そ
の
内
 
 

容
の
一
部
は
知
ら
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
享
受
、
利
用
し
て
、
ま
た
は
そ
の
影
響
下
に
編
述
さ
れ
た
作
品
ほ
ま
だ
な
か
っ
た
 
 

と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

十
八
世
紀
初
頭
、
『
本
朝
語
園
』
が
版
行
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
ほ
主
に
本
朝
世
俗
部
、
そ
れ
も
巻
二
十
四
、
巻
二
 
 

十
五
、
巻
二
十
八
、
巻
三
十
一
な
ど
に
所
載
の
説
話
、
つ
ま
り
、
諸
道
詳
、
技
芸
謹
、
合
戦
講
、
武
勇
話
な
ど
武
士
説
話
、
衝
談
巷
 
 

話
、
滑
渚
謹
、
寺
務
な
ど
を
中
心
に
享
受
、
利
用
さ
れ
ほ
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。
井
沢
長
秀
編
述
の
『
広
益
俗
説
弁
』
で
ほ
そ
れ
ら
 
 

が
俗
説
を
弁
駁
す
る
た
め
の
考
証
資
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
た
。
同
時
に
、
俗
談
や
俗
説
な
ど
を
受
容
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
蒐
集
 
 

す
る
時
代
的
慣
向
と
相
供
っ
て
、
他
の
書
物
に
ほ
見
出
せ
な
い
多
数
の
興
味
あ
る
説
話
を
収
載
す
る
こ
の
『
今
昔
物
語
集
』
を
、
井
 
 

沢
長
秀
は
改
め
て
世
に
広
め
る
べ
く
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
こ
れ
ま
で
版
行
さ
れ
て
い
た
『
古
今
著
聞
集
』
 
『
宇
治
拾
 
 

遺
物
語
』
 
『
十
訓
抄
』
な
ど
と
重
複
す
る
説
話
を
避
け
、
本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
り
文
か
ら
読
み
や
す
い
平
仮
名
文
に
改
め
、
更
に
 
 

雇
員
も
簡
潔
に
そ
の
内
容
を
示
す
形
式
に
直
し
、
注
や
考
証
を
施
し
て
考
訂
し
た
上
で
、
説
話
配
列
、
構
成
、
組
織
な
ど
も
全
面
的
 
 

に
再
編
成
し
て
版
行
さ
れ
た
の
が
、
井
沢
長
秀
考
訂
『
今
昔
物
語
』
全
三
十
巻
で
あ
っ
た
。
 
 
 

か
く
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
こ
れ
以
後
、
明
治
、
大
正
期
に
至
る
ま
で
、
こ
の
版
本
を
も
っ
て
大
い
に
流
布
、
享
受
さ
れ
た
の
 
 

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
流
布
と
享
受
に
多
大
の
貢
献
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
井
沢
長
秀
考
訂
『
今
昔
物
語
』
 
 

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
な
お
、
該
書
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
の
享
受
の
様
相
、
及
び
説
話
採
録
の
方
法
、
説
話
配
列
、
再
編
 
 

成
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
編
『
考
訂
今
昔
物
語
（
全
二
巻
）
』
前
編
・
後
編
（
新
典
社
、
平
成
二
年
九
月
）
の
「
解
 
 

（
注
2
1
）
 
 

説
と
研
究
」
 
の
項
で
詳
し
く
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
馬
瀬
和
夫
博
士
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
欠
文
の
研
究
」
（
「
国
語
国
文
」
第
十
七
巻
第
八
号
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
、
日
本
文
学
研
究
資
 
 

料
叢
書
『
今
昔
物
語
集
』
（
有
精
堂
）
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
所
収
）
、
久
松
潜
一
・
西
下
桂
一
監
修
『
平
安
朝
文
学
史
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
 
 
 

80  
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史
的
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
）
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
所
収
）
。
田
口
和
夫
氏
「
今
昔
物
語
集
『
鈴
鹿
本
』
興
福
寺
内
書
写
の
こ
と
」
（
「
説
話
」
 
 

第
六
号
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
）
。
 
 

（
6
）
 
尾
淵
和
夫
博
士
「
『
今
昔
物
語
集
』
も
し
く
は
そ
の
文
体
の
成
立
」
（
「
国
文
学
」
第
二
十
九
巻
第
九
号
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
）
。
『
実
暁
記
』
 
 

の
本
文
も
こ
れ
に
よ
る
。
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片
寄
正
義
氏
『
今
昔
物
語
集
の
研
究
上
』
（
三
省
堂
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
、
（
覆
刻
）
芸
林
舎
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
）
。
た
だ
し
、
片
寄
 
 

正
義
氏
は
こ
れ
を
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
を
指
す
と
す
る
。
 
 

拙
稿
「
今
昔
物
語
集
と
諸
寺
縁
起
」
（
「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
第
七
十
二
号
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
）
、
拙
稿
「
曹
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
 
 

と
今
昔
物
語
集
巻
十
こ
（
「
説
話
」
第
三
号
、
昭
和
四
十
六
年
五
月
）
。
 
 

注
（
5
）
の
田
口
和
夫
氏
の
論
文
は
拙
稿
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
と
の
有
意
の
関
係
を
再
考
す
る
余
地
は
あ
り
う
る
と
し
て
 
 

い
る
。
 
 

外
村
展
子
氏
「
東
斎
随
筆
成
立
年
代
考
」
（
馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記
念
『
説
話
文
学
論
集
』
（
大
修
館
書
店
〉
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
所
収
）
。
 
 

拙
稿
「
『
今
物
語
』
・
『
兼
寿
随
筆
』
考
」
（
説
話
の
講
座
第
五
巻
『
説
話
集
の
世
界
Ⅱ
中
世
』
（
勉
誠
社
）
所
収
、
未
刊
）
。
 
 

『
本
朝
遊
史
』
は
島
原
泰
雄
編
『
深
単
元
政
集
』
第
四
巻
（
近
世
文
芸
資
料
1
5
、
古
典
文
庫
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
）
所
収
の
影
印
に
よ
る
。
 
 

『
扶
桑
隠
逸
伝
』
は
島
原
泰
雄
編
『
深
革
元
政
集
』
第
三
巻
（
近
世
文
芸
資
料
1
5
、
古
典
文
庫
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
）
所
収
の
影
印
に
 
 

よ
る
。
 
 

『
本
朝
法
華
伝
』
は
注
（
1
3
）
所
収
の
影
印
に
よ
る
．
 
 

『
本
朝
孝
子
伝
』
は
貞
享
≡
年
版
本
に
よ
る
。
小
峯
和
明
氏
よ
り
早
稲
田
大
学
蔵
本
の
コ
ピ
ー
を
拝
借
し
た
。
ま
た
、
『
日
本
教
育
文
庫
』
 
 

孝
義
篇
上
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
十
二
年
八
月
）
所
収
の
活
字
本
も
参
照
し
た
。
 
 
 

四
十
年
四
月
）
の
「
今
昔
物
語
集
」
の
項
（
執
筆
属
淵
和
夫
博
士
）
、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
一
』
（
小
学
館
、
昭
和
四
十
六
 
 

年
七
月
）
 
の
解
説
（
執
筆
今
野
達
氏
、
馬
淵
和
夫
博
士
）
な
ど
。
 
 

拙
編
『
考
訂
今
昔
物
語
（
全
二
巻
）
』
前
編
・
後
編
（
新
典
社
、
平
成
二
年
九
月
）
の
「
解
説
と
研
究
」
。
 
 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
壷
〓
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
≡
十
四
年
三
月
）
の
解
説
。
 
 

酒
井
琴
一
氏
「
伴
信
友
の
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
研
究
に
導
か
れ
て
」
（
「
国
語
国
文
」
第
四
十
四
巻
第
十
号
、
昭
和
五
十
年
十
月
）
。
 
 

平
林
感
得
氏
「
今
昔
物
語
集
原
本
の
東
大
寺
存
在
説
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
歴
史
」
第
三
五
六
号
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
号
、
『
聖
と
説
話
の
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平
成
三
年
十
二
月
）
が
提
出
さ
れ
た
。
本
稿
の
趣
意
と
は
異
な
る
が
、
『
広
益
俗
説
弁
』
及
び
考
訂
『
今
昔
物
語
』
を
通
し
て
、
井
沢
長
秀
 
 

の
『
今
昔
物
語
集
』
享
受
の
様
相
を
探
っ
て
い
る
。
 
 

（
付
記
）
 
脱
稿
後
、
内
山
美
樹
子
氏
「
『
関
八
州
繋
馬
』
と
そ
の
周
辺
」
（
「
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
 
8
号
）
 
が
あ
る
の
を
知
っ
た
。
近
松
が
井
沢
長
秀
 
 

考
訂
『
今
昔
物
語
』
刊
行
以
前
の
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
前
後
に
、
流
布
本
系
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
を
主
に
摂
取
し
て
い
た
こ
と
 
 

を
論
じ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
校
正
中
に
、
平
成
四
年
度
説
話
文
学
会
大
会
（
於
・
大
阪
女
子
大
学
）
で
、
加
藤
裕
一
郎
氏
 
 

「
井
沢
唾
龍
と
『
今
昔
物
語
集
』
」
 
の
発
表
が
あ
っ
た
。
井
沢
長
秀
の
各
種
著
述
に
お
け
る
『
今
昔
物
語
集
』
 
引
用
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
用
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
は
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
本
で
あ
る
。
 
 
 

『
本
朝
語
圏
』
は
宝
永
三
年
版
複
製
『
本
朝
語
圏
』
上
・
下
（
古
典
文
庫
用
、
4
1
6
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
、
同
十
一
月
）
に
よ
る
。
 
 

詳
細
ほ
注
（
2
）
 
の
拙
編
著
「
解
説
と
研
究
」
参
照
。
 
 

塚
田
晃
信
氏
「
『
今
昔
物
語
集
』
の
近
世
に
お
け
る
受
容
の
一
端
」
（
「
東
洋
大
学
短
期
大
学
紀
要
」
第
十
四
号
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
。
 
 

『
本
朝
怪
談
故
事
』
は
高
田
衛
・
阿
部
真
司
編
『
本
朝
怪
談
故
事
、
校
註
索
引
』
（
伝
統
と
現
代
社
、
昭
和
五
十
≡
年
二
月
）
 
に
よ
る
。
 
 

『
広
益
俗
説
弁
』
は
白
石
良
夫
校
訂
『
広
益
俗
説
弁
』
（
東
洋
文
庫
5
0
3
、
平
凡
社
、
平
成
元
年
六
月
）
 
に
よ
る
。
 
 

ご
く
最
近
、
上
田
設
夫
氏
「
考
訂
今
昔
物
語
の
説
話
世
界
－
井
沢
堰
竜
の
説
話
享
受
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
「
国
語
国
文
」
第
六
十
巻
第
十
二
号
、
 
 


